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§１．研究成果の概要 

 

本研究では近年研究代表者らによって世界で初めて報告された電磁材料・波形選択メタ

サーフェスを用いることで、異なる同一周波数電波を新概念「パルス幅」に基づいて分散

処理できる技術を開拓する。これによってソフト側だけでなく、材料・デバイスなどハー

ド側においても電波を操作する自由度が高まり、将来的にはソフト―ハードと協調的に分

散処理性能を未知のレベルまで引き上げることに貢献できると期待される。提案研究は

１）材料開発フェーズ、２）理論開発フェーズ、３）デバイス開発フェーズ、４）システ

ム開発フェーズから構成され、電磁材料の特性や理論に関わる基礎開発から、同材料に基

づいたデバイスやシステムへの応用まで展開する計画である。さらに、2020 年度からは新

たに共同研究等の５）追加開発フェーズを設けた。これらのうち、2020 年度は上記フェー

ズ 1 から 3、ならびにフェーズ５の一部を並行して実施した。現在までの成果例として、

材料開発フェーズでは複数の周波数帯を活用した波形選択メタサーフェスについて開発し

た。また、波形選択メタサーフェスをメンテナンスフリータグとして活用するための基礎

検討を実施した。 
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